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祝
１
０
０
０
号

広
報
誌
や
ま
と
た
か
だ

毎
月
、
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
け
て
い
る
広
報
誌
「
や
ま
と
た
か
だ
」
は
、
２
０
１
８
年
９
月
の

発
行
号
を
も
っ
て
、
通
算
１
０
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。
広
報
誌
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

広
報
誌
の
変
遷

広
報
誌
は
、「
大
和
高
田
市　
市
政
だ
よ

り
」の
名
称
で
、昭
和
31
年
５
月
12
日
に
第

１
号
を
発
行
し
ま
し
た
。毎
月
１
回
発
行

し
、当
時
は
現
在
の
よ
う
な
冊
子
で
は
な

く
、画
用
紙
１
枚
分
の
大
き
さ
の
紙
の
両

面
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◦
昭
和
34
年
７
月
よ
り
、二
つ
折
り
の
両

面
刷
り
１
枚
に
変
更

◦
昭
和
37
年
４
月
よ
り
、毎
週
発
行

◦
昭
和
39
年
４
月
よ
り
、隔
週
発
行

◦
昭
和
41
年
７
月
よ
り
、２
か
月
に
１
回

発
行

◦
昭
和
48
年
５
月
よ
り
、年
４
回
発
行

◦
昭
和
54
年
４
月
よ
り
、毎
月
２
回
発
行

◦
昭
和
62
年
４
月
よ
り
Ａ
３
サ
イ
ズ

◦
平
成
元
年
４
月
よ
り
Ｂ
４
サ
イ
ズ

◦
平
成
６
年
４
月
よ
り
、
現
在
と
同
じ
Ａ

４
サ
イ
ズ
と
な
り
、名
称
を「
ま
ち
づ
く

り
情
報
誌
や
ま
と
た
か
だ
」に
変
更

◦
平
成
16
年
４
月
よ
り
、月
１
回
発
行

◦
平
成
22
年
４
月
よ
り
、名
称
を「
広
報
誌

や
ま
と
た
か
だ
」に
変
更

こ
れ
ま
で
、誌
面
の
大
き
さ
、ペ
ー
ジ

数
、発
行
回
数
な
ど
、多
く
の
変
更
を
繰
り

返
し
、現
在
の
ス
タ
イ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
誌
を
振
り

か
え
っ
て
み
よ
う

広
報
誌
の
節
目
と
な
る
発
行
号
は
、ど

ん
な
内
容
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
31
年
５
月
12
日　
第
１
号
発
行

●
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

昭
和
29
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

明
る
い
新
築
校
舎　
市
立
商
業
高
校
移

る創
刊
に
あ
た
り
、当
時
の
市
長
が
コ
メ

ン
ト
し
ま
し
た
。少
な
い
誌
面
に
記
事
が

た
く
さ
ん
書
か
れ
、ま
る
で
新
聞
の
よ
う

で
す
。誌
面
全
体
に
旧
字
体
の
漢
字
が
使

わ
れ
て
い
る
た
め
、時
代
を
感
じ
ま
す
。

●
当
時
の
主
な
出
来
事

４
月　
市
立
高
田
商
業
高
等
学
校
が
新
築

移
転

９
月　
北
葛
城
郡
陵
西
村
を
合
併

11
月　
領
家
山
よ
り「
鶏
頭
埴
輪
」出
土

昭
和
37
年
12
月
22
日　
第
１
０
０
号
発
行

●
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

市
政
だ
よ
り
１
０
０
号
記
念・論
文・作

文　
入
選
作
品

昭
和
18
年
生
ま
れ
の
方
に　
来
春
の
成

人
祝
賀
式
ご
案
内

２
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、募
集
し
た
市
政

だ
よ
り
に
つ
い
て
の
論
文・
作
文
の
入
選

作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。子
ど
も
が

書
い
た
作
品
で
は
、市
政
だ
よ
り
の
良
い

点
、悪
い
点
を
し
っ
か
り
捉
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

●
当
時
の
主
な
出
来
事

３
月　
高
田
商
業
高
等
学
校
野
球
部
が
全

国
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
に
初

出
場

４
月　
高
田
小
学
校
新
校
舎
が
落
成

５
月　
大
和
高
田
商
工
会
議
所
が
発
足

昭
和
41
年
３
月
５
日　
第
２
０
０
号
発
行

●
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

完
成
を
め
ざ
し
て　
西
代
た
め
池
改
修

工
事

希
望
者
へ
実
費
配
布　
姉
妹
都
市
の
歌

ソ
ノ
シ
ー
ト

本
市
は
、昭
和
38
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア・
リ
ズ
モ
ー
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し

て
い
ま
す
。こ
れ
を
記
念
し
て
姉
妹
都
市

の
歌「
潮
鳴
り
こ
え
て
」（
作
詞・
橋
本
竹

茂
、作
曲・岡
本
幸
子
）を
作
成
し
、実
費
配

布
し
て
い
ま
し
た
。

●
当
時
の
主
な
出
来
事

ニ
チ
イ
が
天
神
橋
筋
商
店
街
に
出
店

３
月　
陵
西
小
学
校
校
舎
第
１
期
工
事
が

完
了

９
月　
第
１
次
住
居
表
示
を
実
施

昭
和
56
年
５
月
１
日　
第
３
０
０
号
発
行

●
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

桜
ま
つ
り　
野
点
に
３
０
０
人
が
集
う

総
合
体
育
館
、ユ
ニ
チ
カ
跡
地
に
建
設

い
そ
ぐ

タ
テ
33・
５
㎝
、ヨ
コ
47・
５
㎝
の
サ
イ

ズ
の
１
枚
も
の
で
発
行
し
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
珍
し
い
規
格
で
す
。昭
和
59
年
に

▲第１号「大和高田市 市政だより」
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園
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
全
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
い
、表
紙
や
各
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の

デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
ま
し
た
。

●
当
時
の
主
な
出
来
事

４
月　
高
田
こ
ど
も
園
が
開
園

６
月　
高
田
サ
テ
ィ
が
閉
店

８
月　
デ
ィ
ア
ブ
ロ
ッ
サ
高
田
Ｆ
Ｃ
Ｕ
―

12
が
第
34
回
全
日
本
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
で
準
優
勝

９
月　
大
和
高
田
ク
ラ
ブ
が
第
81
回
都
市

対
抗
野
球
大
会
出
場

第
１
１
０
０
号
を
発
行
す
る
と
き
は
、

広
報
誌「
や
ま
と
た
か
だ
」は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

広
報
誌
第
１
号
に
は
、当
時
の
市
長
で

あ
っ
た
名
倉
仙
蔵
氏
が
コ
メ
ン
ト
を
残
し

て
い
ま
す
。

「
市
民
の
手
に
よ
る
市
政
は
、そ
の
実

体
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
は
じ

ま
る
。市
政
だ
よ
り
に
よ
っ
て
、市
役

所
は
何
を
し
て
い
る
の
か
、何
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、市
民
の
皆
さ
ん

の
希
望
や
意
見
も
、わ
か
ら
せ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
」※
要
約

こ
れ
か
ら
も
、市
民
の
皆
さ
ん
に
読
ん

で
も
ら
え
る
広
報
誌
を
め
ざ
し
、市
政
情

報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。〔

企
画
広
報
課　
内
線
２
７
３
〕

総
合
公
園

高
田
中
学
校
の
屋
上
か
ら
パ
ノ
ラ
マ
撮

影
を
行
い
、市
内
３
６
０
度
を
見
渡
せ
る

カ
ラ
ー
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。市
内
中

心
部
の
建
物
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。

●
当
時
の
主
な
出
来
事

７
月　
池
田
遺
跡
か
ら
盾
持
ち
人
埴
輪
が

出
土
す
る

７
月　
大
中
公
園
池
中
に
桜
華
殿
が
落
成

平
成
15
年
２
月
３
日　
第
８
０
０
号
発
行

●
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

特
集　
寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
活
気
あ
ふ

れ
る「
高
田
御
坊
ま
つ
り
」

「
ハ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

江
戸
時
代
の
情
緒
と
に
ぎ
わ
い
を
再
現

す
る「
高
田
御
坊
ま
つ
り
」が
２
ペ
ー
ジ
に

わ
た
り
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。昨
年
度

に
撮
影
し
た
写
真
を
多
く
使
用
し
、ま
つ

り
の
賑
や
か
さ
が
誌
面
か
ら
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

●
当
時
の
主
な
出
来
事

３
月　
近
鉄
大
和
高
田
駅
に
特
急
が
停
車

す
る
よ
う
に
な
る

３
月　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田
が
新
庁

舎（
池
田
）に
移
転

平
成
22
年
５
月
１
日　
第
９
０
０
号
発
行

●
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

表
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

特
集　
開
園
し
ま
し
た
高
田
こ
ど
も
園

奈
良
県
初
の「
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ

ど
も
園
」で
あ
る「
高
田
こ
ど
も
園
」の
開

与
等
の
概
要
や
第
５
次
の
住
居
表
示
の
お

知
ら
せ
な
ど
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

●
当
時
の
主
な
出
来
事

３
月　
菅
原
小
学
校
を
改
築

４
月　
中
央
公
民
館
を
改
装
工
事
し
図
書

館
を
分
離

９
月　
第
１
回
大
和
高
田
市
防
災
総
合
訓

練
実
施
。約
７
０
０
人
が
参
加

平
成
６
年
５
月
16
日　
第
６
０
０
号
発
行

●
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

歴
史
を
訪
ね
古
道
を
行
く　
第
42
回
市

民
歩
こ
う
会

（
仮
称
）市
民
文
化
会
館
建
設
に
伴
い
５

月
末
で
市
民
会
館
を
廃
止

月
２
回
発
行
し
、毎
月
１
日
号
は
市
政

版
、15
日
号
は
お
知
ら
せ
版
で
し
た
。第

６
０
０
号
は
お
知
ら
せ
版
で
す
。現
在
も

続
い
て
い
る
市
民
歩
こ
う
会
な
ど
、イ
ベ

ン
ト
情
報
や
健
診
の
案
内
な
ど
の
お
知
ら

せ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●
当
時
の
主
な
出
来
事

３
月　

市
立
高
田
商
業
高
等
学
校
、第
66

回
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
２
回
目

の
出
場

10
月　

高
田
温
泉・
さ
く
ら
荘
が
オ
ー
プ

ン

平
成
10
年
９
月
16
日　
第
７
０
０
号
発
行

●
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

特
集　
市
は
、今
、こ
の
よ
う
な
姿
に　

ぐ
る
り
、市
内
３
６
０
度
撮
影

施
設
案
内
シ
リ
ー
ズ
③　
大
和
高
田
市

開
催
さ
れ
た「
わ
か
く
さ
国
体
」に
向
け
て

の
記
事
が
、こ
の
号
あ
た
り
か
ら
多
く
掲

載
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

●
当
時
の
主
な
出
来
事

４
月　

市
役
所
３
階
に
、み
ど
り
の
庭
園

完
成

４
月　
リ
ズ
モ
ー
市
商
工
会
議
所
会
頭
の

Ｂ
．Ｃ
．ハ
ウ
エ
ル
夫
妻
が
来
高

昭
和
60
年
９
月
１
日　
第
４
０
０
号
発
行

●
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

“
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、美
し
い
ま
ち
”づ

く
り
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

清
掃
セ
ン
タ
ー
「
新
炉
」、い
よ
い
よ
稼

動タ
テ・ヨ
コ
33・５
㎝
の
正
方
形
サ
イ
ズ

の
２
つ
折
り
で
発
行
し
て
い
ま
し
た
。道

路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
バ
イ
ク・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

が
義
務
化
な
ど
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

●
当
時
の
主
な
出
来
事

４
月　
高
田
西
中
学
校
が
開
校

６
月　
奈
良
県
広
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

８
月　
清
掃
セ
ン
タ
ー
新
炉
火
入
れ
式

平
成
２
年
１
月
19
日　
第
５
０
０
号
発
行

●
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

新
春
恒
例　
連
合
消
防
出
初
式

広
が
れ
輪・
ひ
か
る
汗　

第
13
回
市
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会

Ｂ
４
サ
イ
ズ
よ
り
少
し
大
き
な
サ
イ
ズ

で
、全
６
ペ
ー
ジ
の
構
成
で
し
た
。職
員
給
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本
市
で
は
、6
月
18
日
に
発
生
し
た
大

阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
人
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、義

援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

義
援
金
は
、日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、

被
災
地
へ
届
け
ま
す
。

▽
募
集
期
間　
９
月
28
日
㈮
ま
で

○
協
力
方
法

1 

銀
行
振
込
の
場
合

【
口
座
】

◦
南
都
銀
行
／
南
支
店
／
普
通
預
金

No.
１
２
４
７
５
４

【
名
義
】

◦
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部

支
部
長　
荒
井　
正
吾

【
備
考
】

◦
南
都
銀
行
に「
義
援
金
専
用
振
込
用
紙
」

が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
振
込
用
紙
の
備
考
欄
に
は「
大
阪
府
北

部
地
震
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◦「
振
込
用
紙
受
取
書
」を
も
っ
て
受
領
書

と
し
ま
す
。

な
お
、領
収
証
が
必
要
な
場
合
は
、そ
の

旨
を
通
信
欄
へ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
南
都
銀
行
窓
口
を
利
用
す
る
場
合
は
、

振
込
手
数
料
は
無
料
で
す
。

※
南
都
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、他
の
金
融
機
関
か

ら
は
、振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

2 

郵
便
振
替
の
場
合

【
口
座
番
号
】

◦
０
０
１
２
０ 

― 

５ 

― 

５
８
７
８
６
４

【
加
入
者
名
】

◦
日
赤
平
成
30
年
大
阪
府
北
部
地
震
災
害

義
援
金

【
備
考
】

◦
払
込
票
の
半
券
を
も
っ
て
受
領
書
と
し

ま
す
。

な
お
、領
収
証
が
必
要
な
場
合
は
、そ
の

旨
を
通
信
欄
へ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
で
の
振
り
込
み
の
場
合
は
、振
込

手
数
料
は
無
料
で
す
。

3 
直
接
持
参
の
場
合

【
窓
口
】

◦
市
役
所
１
階　
社
会
福
祉
課

※
預
り
証
を
発
行
し
ま
す
。

4 

募
金
箱
に
入
れ
る
場
合

【
義
援
金
箱
設
置
場
所
】

◦
市
役
所
１
階　
社
会
福
祉
課

◦
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ

ザ
）２
階

※
預
り
証
の
発
行
は
し
ま
せ
ん
。

※
後
日
、所
得
税
な
ど
の
税
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、口
座
振
込
の
半
券
や
日
本

赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
が
発
行
す
る
領

収
書
が
必
要
で
す
。

〔
社
会
福
祉
課 

内
線
５
３
４
〕

平
成
30
年
台
風
第
7
号
お
よ
び
前
線
等

に
伴
う
大
雨
災
害
に
よ
り
、西
日
本
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、こ
の
災
害
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
人
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

義
援
金
は
、日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、

被
災
地
へ
届
け
ま
す
。

▽
募
集
期
間　
12
月
31
日
㈪
ま
で

○
協
力
方
法

1 

銀
行
振
込
の
場
合

【
口
座
】

◦
南
都
銀
行
／
南
支
店
／
普
通
預
金

No.
１
２
４
７
５
４

【
名
義
】

◦
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部

支
部
長　
荒
井　
正
吾

【
備
考
】

◦
南
都
銀
行
に「
義
援
金
専
用
振
込
用
紙
」

が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
振
込
用
紙
の
備
考
欄
に
は「
7
月
豪
雨
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◦「
振
込
用
紙
受
取
書
」を
も
っ
て
受
領
書

と
し
ま
す
。

な
お
、領
収
証
が
必
要
な
場
合
は
、そ
の

旨
を
通
信
欄
へ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
南
都
銀
行
窓
口
を
利
用
す
る
場
合
は
、

振
込
手
数
料
は
無
料
で
す
。

※
南
都
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、他
の
金
融
機
関
か

ら
は
、振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

2 

郵
便
振
替
の
場
合

【
口
座
番
号
】

◦
０
０
１
３
０ 

― 

８ 

― 

６
３
５
２
８
９

【
加
入
者
名
】

◦
日
赤
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
義
援
金

【
備
考
】

◦
払
込
票
の
半
券
を
も
っ
て
受
領
書
と
し

ま
す
。

な
お
、領
収
証
が
必
要
な
場
合
は
、そ
の

旨
を
通
信
欄
へ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
で
の
振
り
込
み
の
場
合
は
、振
込

手
数
料
は
無
料
で
す
。

3 

直
接
持
参
の
場
合

【
窓
口
】

◦
市
役
所
1
階　
社
会
福
祉
課

※
預
り
証
を
発
行
し
ま
す
。

4 

募
金
箱
に
入
れ
る
場
合

【
義
援
金
箱
設
置
場
所
】

◦
市
役
所　
1
階 

社
会
福
祉
課

◦
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ

ザ
）2
階

※
預
り
証
の
発
行
は
し
ま
せ
ん
。

※
後
日
、所
得
税
な
ど
の
税
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、口
座
振
込
の
半
券
や
日
本

赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
が
発
行
す
る
領

収
書
が
必
要
で
す
。

〔
社
会
福
祉
課 

内
線
５
３
４
〕

平
成
30
年
大
阪
府
北
部
地
震

災
害
義
援
金

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
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納
税
相
談
な
ど
に
は

本
人
確
認
が
必
要
で
す

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
納
税
者

の
利
益
を
守
る
た
め
、納
税
相
談
な
ど
は

原
則
、納
税
義
務
者
本
人
の
み
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
す
。

第
三
者
か
ら
の
虚
偽
、な
り
す
ま
し
な

ど
の
不
正
な
手
段
に
よ
る
手
続
を
防
止

し
、個
人
情
報
の
保
護
を
図
る
た
め
、次
の

書
類
で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

○
本
人
確
認
書
類
の
例

・
運
転
免
許
証
ま
た
は
運
転
経
歴
証
明
書

（
平
成
24
年
4
月
1
日
以
降
に
交
付
さ

れ
た
も
の
に
限
る
）

・
パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）

・
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー
ド

・
顔
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
障
害
者
手
帳
な
ど
の
官
公
署
が
発
行
し

た
顔
写
真
付
き
の
証
明
書

※
2
点
以
上
の
提
示
が
必
要
な
も
の

健
康
保
険
証
、介
護
保
険
証
、年
金
手

帳
、市
税
関
係
書
類
な
ど
、官
公
庁
が
発

行
し
た
書
類

注
意
事
項

・
提
示
す
る
本
人
確
認
書
類
は
、有
効
期

間
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
書
類
の
番
号
を
転
記
し
、複
写
を
取
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
口
頭
で
質
問
を
行
い
、本
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
代
理
人
が
行
う
場
合

納
税
義
務
者
本
人
以
外
の
人
が
、納
税

相
談
な
ど
を
希
望
す
る
場
合
は
、代
理
人

の
本
人
確
認
書
類
と
、納
税
義
務
者
か
ら

の
委
任
状（
代
理
権
限
を
証
す
る
書
類
）が

必
要
で
す
。

委
任
状
に
は
、委
任
す
る
人（
納
税
義
務

者
本
人
）が
委
任
年
月
日
と
氏
名
な
ど
を

自
筆
で
作
成
し
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、委
任
す
る
人（
納
税
義
務
者
本
人
）の

本
人
確
認
書
類（
コ
ピ
ー
）を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
委
任
状
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
収
納
対
策
室　
内
線
２
５
３
〕

こ
ど
も
食
堂
の

運
営
団
体
に
補
助
金
を交付

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
の
促
進

と
、子
育
て
の
支
援
の
た
め
に
、『
こ
ど
も

食
堂
』の
開
催
を
考
え
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

個
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て
い
る

人
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。詳
し
く
は
、市

役
所
児
童
福
祉
課・
大
和
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会（
☎
23・
５
４
２
６
）ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
児
童
福
祉
課　
内
線
５
８
２
〕

低
圧
進
相

コ
ン
デ
ン
サ
の
火
災

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
と
は
、工
場
の

モ
ー
タ
で
稼
働
す
る
設
備（
低
圧
２
０
０

Ｖ
～
６
０
０
Ｖ
）な
ど
、電
気
機
器
の
力
率

を
改
善
す
る
目
的
で
配
電
板
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
も
の
で
す
。

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
か
ら
出
火
す
る

火
災
は
例
年
、梅
雨
の
季
節
か
ら
暑
さ
が

続
く
9
月
に
か
け
て
多
発
し
、出
火
原
因

の
ほ
と
ん
ど
が
永
年
使
用
に
よ
る
絶
縁
劣

化
に
よ
り
発
熱
、出
火
し
て
い
ま
す
。

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
、

①
機
器
を
使
用
し
な
い
と
き
は
メ
イ
ン
ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
り
、低
圧
進
相
コ
ン
デ

ン
サ
に
電
圧
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

②
昭
和
50
年（
１
９
７
５
年
）以
前
に
製
造

さ
れ
た
製
品
に
は
保
安
装
置
が
内
蔵
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、使
用
の
停
止
や
交

換
を
す
る
こ
と
。

③
概
ね
10
年
以
上
経
過
し
た
も
の
は
、専

門
業
者
に
よ
る
点
検
を
受
け
、計
画
的

に
交
換
す
る
こ
と
。

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
奈
良
県
広
域
消
防
組
合　
高
田
消
防
署

☎
25・
０
１
１
９
〕

地
域
密
着
型（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
説
明
会

▽
と
き　
10
月
3
日
㈬ 

午
前
10
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　
大
和
高
田
市
役
所　
4
階
合

同
委
員
会
室

▽
申
込
方
法　
電
話
で
左
記
へ
。

※
第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
も
と
づ

き
、看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
2
か
所
）、小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護（
2
か
所
）、定
期
巡
回・随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護（
1
か
所
）、認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護（
2
か
所
）の
事
業

者
指
定
と
な
り
ま
す
。

〔
介
護
保
険
課　
内
線
５
７
５
〕

市
営
斎
場
内
装
工
事
の

お
知
ら
せ

斎
場
内
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
、左
記

の
日
程
で
内
装
の
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。な
お
、火
葬
業
務
は
、通
常
通
り
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
工
事
場
所･

工
事
期
間

•

１
階
霊
安
室（
２
室
）、１
階
多
目
的
ト

イ
レ
…
９
月
初
旬
～
10
月
中
旬

•

１
階
～
４
階　

階
段
室
…
9
月
初
旬

～
11
月
末

•

２
階
、３
階
…
9
月
初
旬
～
11
月
末

▽
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

（
休
業
日
は
不
定
）

※
作
業
時
間
は
予
定
で
あ
り
、若
干
前
後

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
０
〕
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平 成 ３ ０ 年 ６ 月

定 例 市 議 会

平
成
30
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

２
、６
７
０
万
円
な
ど
可
決

　

平
成
30
年
６
月
定
例
市
議
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
の
７
日
間
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
は
、
専
決
処
分
の
報
告
１
件
、
人
事
案
件
２
件
、
平
成
30
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
条
例
案
件
６
件
、
契
約
案
件
２
件
、
及
び
、
意
見
書
１

件
の
計
13
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
19
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
の
一
部
等
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
な
お
、
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
公
平
委
員
と
し
て
萩
田
克
宣
氏
の
推
薦
に
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
し
て
東
海
伸
晃
氏
の
選
任
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

問
被
災
時
の
要
支
援
避
難
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
災
害
発
生
時
に
、地
域
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
平

常
時
か
ら
個
人
情
報
の
提
供
に

同
意
す
る
「
要
援
護
者
登
録
制

度
」に
登
録
す
る
に
は
、あ
ら
か

じ
め
地
域
に
お
け
る
支
援
者
を

確
定
し
、申
告
す
る
必
要
が
あ

り
、ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
察
す

る
。自
力
で
の
避
難
が
困
難
で

あ
り
、こ
の
登
録
制
度
を
利
用

で
き
な
い
人
た
ち
に
は
ど
の
よ

う
な
支
援
体
制
が
あ
る
の
か
。

創
生
高
田　

南
議
員

答
平
成
25
年
の
災
害
対
策
基

本
法
の
改
正
に
よ
り
「
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
。
本
市
に
お
い

て
も
、
市
内
在
住
の
要
配
慮
者
の

う
ち
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
で
、
特
に
支
援
を
必
要
と

す
る
人
に
つ
い
て
は
、
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
、
本
人
の
同
意
無

し
に
関
係
各
所
へ
情
報
提
供
が
で

き
る
よ
う
名
簿
を
作
成
し
管
理
し

て
い
る
。
し
か
し
、
名
簿
の
作
成

基
準
な
ど
の
詳
細
や
活
用
方
法
に

つ
い
て
、
厳
密
な
基
準
が
な
く
、

対
象
者
の
選
定
や
活
用
方
法
に
つ

い
て
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
家

屋
な
ど
の
下
敷
き
と
な
り
、
自
力

で
抜
け
出
し
た
人
が
３
割
強
、
家

族
や
近
所
の
人
な
ど
に
よ
り
救
助

さ
れ
た
人
が
約
６
割
い
た
の
に
対

し
、
救
助
隊
な
ど
に
よ
り
救
助
さ

れ
た
人
は
、
わ
ず
か
２
％
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
身
近
に
い
る
人

た
ち
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
避
難
所
へ
の
保
管

を
含
め
、
ど
う
す
れ
ば
安
全
に
保

管
し
つ
つ
、
い
ち
早
く
名
簿
対
象

者
を
、
支
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち

に
名
簿
を
届
け
ら
れ
る
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
大
和
高
田
市
の
に
ぎ
わ
い

創
出
に
つ
い
て

・
駅
前
再
整
備
と
図
書
館

絆　

戸
谷
議
員

答
現
在
、
近
鉄
大
和
高
田
駅
・

Ｊ
Ｒ
高
田
駅
周
辺
地
区
に

お
い
て
商
業
施
設
「
ト
ナ
リ
エ
大

和
高
田
」
が
11
月
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
建
設
中
で
あ
る
。
今
後
、

拠
点
駅
の
あ
る
こ
の
地
区
に
ふ
さ

わ
し
い
魅
力
的
な
市
街
地
づ
く

り
の
た
め
、
近
鉄
大
和
高
田
駅
、

「
ト
ナ
リ
エ
大
和
高
田
」
、
Ｊ
Ｒ

高
田
駅
の
各
施
設
間
の
一
体
的
な

導
線
の
確
保
を
図
り
、
歩
道
整

備
な
ど
に
つ
い
て
各
事
業
者
と
協

議
・
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

ま
た
、
現
在
の
図
書
館
は
駅
前

に
立
地
し
て
い
な
い
が
、
平
成
29

年
度
は
約
10
万
人
が
利
用
し
て
い

る
。
今
後
も
図
書
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
本
年
度
、
７
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
電
子
図
書
を
有
効

活
用
し
、
さ
ら
に
多
く
の
人
が
利

用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
近
鉄
大
和
高
田
駅
、
Ｊ
Ｒ

高
田
駅
周
辺
地
区
の
駅
前
再
整
備

に
つ
い
て
は
、
奈
良
県
と
の
包
括

協
定
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
中
で
、
医
療
、
就
学
前
施

一般質問
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設
、
図
書
館
な
ど
の
立
地
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
子
ど
も
の
人
権
と
命
を
ど

う
守
る

・
大
和
高
田
市
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
置
要
綱
に
お
け
る
関

係
機
関
と
の
情
報
共
有
お
よ

び
、
警
察
に
通
報
す
る
基
準
に

つ
い
て

公
明
党　

米
田
議
員

答
本
市
で
は
、
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
妊
婦

や
乳
幼
児
の
支
援
機
関
で
あ
る
母

子
保
健
分
野
や
子
育
て
支
援
分
野

と
連
携
し
、
妊
婦
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、
潜

在
的
な
リ
ス
ク
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
家
庭
に
対
し
て
は
、
情
報
収
集

に
努
め
、
そ
の
家
庭
の
背
景
を
把

握
し
見
守
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク

に
応
じ
て
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー
、
警
察
、
消
防
、
病
院
、

学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
関

が
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な
が
ら

緊
密
に
連
携
し
、
早
期
発
見
に
努

め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
30
年

問
大
和
高
田
市
の
産
業
政
策

に
つ
い
て

・
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
へ
の

市
の
関
与
に
つ
い
て

・
中
小
企
業
の
活
性
化
や
Ｐ
Ｒ
方

法
を
若
い
世
代
に
考
え
て
も
ら

う
取
り
組
み
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

向
川
議
員

答
本
市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
の
共
同
で
開
催
し
て
い
る

マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
や
、
い
き
い

き
会
社
宣
言
事
業
所
制
度
を
設
け

る
な
ど
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。
企
業
か
ら

の
労
務
相
談
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
で
あ
る
奈
良
県
よ
ろ
づ
支
援

拠
点
や
専
門
家
派
遣
事
業
な
ど
で

対
応
し
、
従
業
員
の
労
働
相
談
に

つ
い
て
は
、
奈
良
県
の
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室
な
ど
で
の
相
談

窓
口
を
紹
介
し
活
用
し
て
も
ら
う

な
ど
、
企
業
と
従
業
員
お
互
い
が

働
き
や
す
い
職
場
作
り
を
め
ざ
し

て
も
ら
え
る
よ
う
関
係
機
関
と
連

携
し
、
支
援
策
を
発
信
し
て
い
き

た
い
。

ま
た
、中
小
企
業
の
活
性
化
や

Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
は
、市
立
高

田
商
業
高
校
生
徒
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、地
場
産

フ
ェ
ア
＆
大
和
高
田
元
気
ウ
ィ
ー

な
感
情
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
適
切
な

表
現
や
問
題
解
決
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
状
況
や
さ
ま
ざ
ま

な
変
化
を
客
観
的
に
と
ら
え
、
対

応
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
手
法
で
あ
る
。

こ
の
教
育
の
目
的
は
、
行
動
等
に

課
題
の
あ
る
場
合
を
含
め
、
教
職

員
が
子
ど
も
た
ち
の
感
情
を
よ
り

深
く
理
解
し
、
子
ど
も
た
ち
に
感

情
や
欲
求
を
適
切
な
方
法
で
表

現
す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
手
法
を
教
職
員
が
習
得

す
る
こ
と
は
、
指
導
力
の
向
上
お

よ
び
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な

活
動
を
引
き
出
し
、
良
好
な
人
間

関
係
の
構
築
や
学
習
成
績
の
向
上

に
も
繋
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

今
年
度
、
市
内
の
全
教
職
員
に

向
け
、
市
独
自
で
作
成
す
る
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
礎
資
料
を

配
付
す
る
。
ま
た
、
各
学
校
２
、

３
名
の
教
員
が
、
各
校
に
お
け
る

研
修
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
１
年
か

け
て
ス
キ
ル
を
習
得
で
き
る
よ
う

計
画
し
て
お
り
、
最
終
的
に
は
市

内
す
べ
て
の
教
職
員
が
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
用
い
た

指
導
が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
。

て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
家
庭
へ

の
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
認
知
度
も
低
い
状
態

で
あ
る
。
ま
ず
は
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
が
地
震
発
生
時
に
お
け
る
火

災
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
広

く
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

ま
た
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
は

複
数
の
種
類
が
あ
り
、
安
価
な
も

の
で
あ
れ
ば
数
千
円
か
ら
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
補
助
制
度
を

整
備
し
、
導
入
費
用
の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
に
よ
る
普
及
促
進
も

一
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
に
は
複
数
の
種
類
が
あ

り
、
安
価
な
も
の
で
あ
れ
ば
数
千

円
か
ら
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
補
助
制
度
創
設
以
前

に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
有
効
性
を

広
報
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
家

庭
へ
の
普
及
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
。問

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

教
育
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

沢
田
議
員

答
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

は
怒
り
だ
け
で
な
く
、
悲
し

み
や
不
安
、
迷
い
や
劣
等
感
な
ど
、

心
を
不
安
定
に
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま

度
よ
り
大
和
高
田
市
ケ
ー
ス
進
行

管
理
実
務
者
会
議
に
、
高
田
警
察

署
か
ら
の
出
席
を
要
請
し
、
児
童

虐
待
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
の
進
行

管
理
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
る
。

児
童
虐
待
に
関
し
て
警
察
に
通

報
す
る
基
準
と
し
て
は
、
奈
良
県

発
行
の
「
市
町
村
要
保
護
対
策

地
域
連
携
協
議
会
実
務
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
お
い
て
１
１
０
番
通
報
が

必
要
な
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
沿
っ
た
運
用
を
実
施
し
て

い
る
。
尊
い
命
を
守
る
た
め
、
引

き
続
き
最
悪
の
事
態
と
な
る
こ
と

を
防
ぎ
、
虐
待
の
未
然
防
止
に
向

け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
早
期

発
見
・
早
期
解
決
を
め
ざ
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
な

ど
通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め

の
補
助
制
度
に
つ
い
て

公
明
党　

砂
原
議
員

答
地
震
に
よ
る
火
災
発
生
の

半
数
以
上
の
原
因
が
電
気

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
は
震
度
５
強
の
揺
れ
に

対
し
送
電
を
遮
断
す
る
機
器
で

あ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る

有
効
な
手
だ
て
で
あ
る
と
認
識
し
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● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●

◦
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
不
妊
手

術
の
被
害
者
救
済
を
求
め
る
意

見
書

総
務
財
政
委
員
会

平
成
30
年
度
大
和
高
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
ほ
か
、

３
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

民
生
文
教
委
員
会

大
和
高
田
市
重
度
心
身
障
害
老

人
等
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て 

ほ
か
、
４
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

次
の
定
例
会
は
、
９
月
７
日
に

開
会
の
予
定
で
す
。

平 成 ３ ０ 年 ６ 月

定 例 市 議 会
ク
の
魅
力
産
業
創
造
フ
ェ
ア
な

ど
で
、市
内
の
中
小
企
業
の
魅
力

を
感
じ
、就
業
に
つ
い
て
学
習
し

て
も
ら
う
取
組
を
実
施
し
て
い

る
。こ
の
交
流
を
通
じ
、市
内
で
の

就
業
を
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
企
業
づ
く
り
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
北
保
育
所
の
跡
地
活
用
に

つ
い
て

・
火
災
等
が
発
生
し
た
場
合
の
一

時
避
難
場
所
に
し
て
は
ど
う
か

萬
津
議
員

答
行
政
財
産
と
し
て
保
育
課
で

管
理
し
て
い
る
旧
北
保
育
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
当
初

予
算
に
建
物
除
却
費
用
を
計
上
し
、

現
在
、
作
業
段
階
に
入
っ
て
お
り
、

除
却
後
は
普
通
財
産
へ
の
切
り
替

え
を
行
う
予
定
を
し
て
い
る
。

火
災
や
大
規
模
な
災
害
等
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
風
の
向
き
や

煙
の
進
む
方
向
を
見
極
め
的
確
・

迅
速
に
避
難
経
路
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
年

度
、
危
機
管
理
室
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
防
災
対
策
を
見
直

す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
証
し
て
い
き
た
い
。

「
大
和
高
田
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」

委
員
募
集

介
護
保
険
事
業
の
運
営
や
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、

協
議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　
２
名

▽
任
期　
３
年
間（
任
命
の
日
か
ら
３
年
間
）

▽
応
募
資
格

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
、募
集
時
に
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）で
、本
市

に
１
年
以
上
住
民
登
録
し
、居
住
し
て
い
る
こ
と
。

２
、介
護
保
険
に
関
す
る
理
解
と
関
心
が
あ
る
こ
と
。

３
、介
護
保
険
料
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

４
、介
護
保
険
事
業
に
従
事
し
て
い
な
い
こ
と
。

５
、国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
こ
と
。

６
、大
和
高
田
市
暴
力
団
排
除
条
例（
平
成
23
年
条
例
第

22
号
）第
２
条
第
１
号
に
掲
げ
る
暴
力
団
若
し
く

は
同
条
第
３
号
に
掲
げ
る
暴
力
団
員
等
ま
た
は
こ

れ
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

で
な
い
こ
と
。

▽
応
募
方
法

９
月
20
日
㈭【
当
日
消
印
有
効
】ま
で
に
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
介
護
保
険
課
で
配

布
し
て
い
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

「
志
望
動
機
と
今
後
の
委
員
と
し
て
の
抱
負
に
つ
い
て
」

（
４
０
０
字
～
８
０
０
字
）を
書
い
て
、介
護
保
険
課
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙
な
ど
は
、返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
選
考
方
法

応
募
用
紙
の
内
容
を
判
断
し
、選
考
を
行
い
ま
す
。選

考
結
果
は
、９
月
下
旬
に
応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

〔
介
護
保
険
課　
内
線
５
７
５
〕

委 員 会
審査結果

7
月
23
日
㈪
、大
和
高
田
市
赤

十
字
奉
仕
団
の
役
員
6
名
が
、団

員
か
ら
集
め
た
大
阪
府
北
部
地
震

災
害
義
援
金
を
日
本
赤
十
字
社
奈

良
県
支
部
大
和
高
田
市
地
区
長
で

あ
る
吉
田
市
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。届

け
ら
れ
た
義
援
金
は
、9
月

28
日
㈮
ま
で
受
け
付
け
て
い
る
義

援
金（
詳
し
く
は
3
ペ
ー
ジ
）と
合

わ
せ
て
、日
本
赤
十
字
社
を
通
し

て
、被
災
地
へ
届
け
ま
す
。

〔
社
会
福
祉
課　
内
線
５
３
４
〕

地
震
災
害
義
援
金
を

お
届
け

▲市長（左から4人目）に義援金を渡す大和高田市赤十字奉仕団の皆さん
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だ
れ
で
も
簡
単
に
手
織
り
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

自
分
だ
け
の
創
作
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
会
員
数　
35
人

▽
活
動
概
要　
毎
月
第
4
週
火
～
土
曜
日
に
、
総
合
福

祉
会
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
作
品
作
成
、
展
示
会

の
支
援
や
市
民
祭
事
へ
の
参
加
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
団
体
理
念　
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
共
に
集
い
、
心
の
い
や
し
、
生
き
が
い
、
仲
間
づ

く
り
を
目
的
に
織
り
物
を
す
る
こ
と
で
、
や
さ
し
く

て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▽
連
絡
先　
吉
井
澄
子　
☎
53
・
２
８
８
７

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）
に
登
録

し
て
い
る
活
動
団
体
を
、順
次
紹
介
し
ま
す（
順
不
動
）。

一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思
う
人
、
ま
た
は
興
味
の
あ

る
人
は
、
連
絡
先
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
市
民
協
働
推
進
課　
☎
44
・
３
２
１
０
〕

糸
ぐ
る
ま
さ
を
り
広
場

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

市
内
の
川
が
汚
れ
て
い
ま
す

大
和
高
田
市
内
を
流
れ
る
高
田

川
、
土
庫
川
の
一
部
区
間
に
つ
い

て
は
川
の
汚
れ
の
度
合
を
示
す
Ｂ

Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
）
の
値
が
環
境
基
準
値（
５
mg

／
　

Ｌ
）を
超
え
て
い
る
所
が
あ
り

ま
す
。

「
き
れ
い
な
川
を
。き
れ
い
な
海

を
」と
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、私
た

ち
は
自
然
か
ら
授
か
っ
た
き
れ
い

な
水
を
き
れ
い
な
姿
で
自
然
に
返

す
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

本
市
で
は
、よ
り
多
く
の
人
が

公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
、公
共
下
水
道
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と

各
家
庭
や
お
店
、
工
場
な
ど
か
ら
出
る
汚
れ
た

水
は
下
水
道
管
を
通
っ
て
処
理
場
へ
と
送
ら
れ
、

き
れ
い
に
処
理
さ
れ
て
か
ら
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

◦
浄
化
槽
・
く
み
取
り
便
所
を
廃
止
で
き
ま
す

◦
さ
わ
や
か
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す

◦
清
潔
で
住
み
よ
い
環
境
の
ま
ち
に
改
善
さ
れ
ま

す
◦
川
や
海
の
水
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
に
住
ん
で
い

る
人
に
は
、
次
の
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

◦
く
み
取
り
便
所
の
場
合
…
3
年
以
内
に
水
洗
便

所
へ
の
改
築
を
行
い
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん 

（
下
水
道
法
第
11
条
の
3
）

◦
浄
化
槽
の
場
合
…
遅
滞
な
く
下
水
道
に
接
続
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
下
水
道
法
第
10
条
第
1
項
）

◦
家
を
新
築
す
る
場
合
…
必
ず
下
水
道
に
接
続
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん（

建
築
基
準
法
第
31
条
）

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
に
住
ん
で
い

て
、
接
続
工
事
が
済
ん
で
い
な
い
家
庭
は
、
1
日

も
早
い
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
お
願
い
し

ま
す
。

水
洗
ト
イ
レ
改
造
資
金

貸
付
金
制
度
と
助
成
制
度

本
市
で
は
、よ
り
多
く
の

人
が
公
共
下
水
道
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
、く
み
取
り
ト

イ
レ
（
し
尿
浄
化
槽
に
よ
る

水
洗
ト
イ
レ
を
含
む
）を
水

洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
た
め

の
「
水
洗
ト
イ
レ
改
造
資
金

貸
付
制
度
」と
「
水
洗
ト
イ

レ
改
造
資
金
助
成
制
度
」を

設
け
て
い
ま
す
。

本
市
の
指
定
工
事
店
に
工

事
を
依
頼
す
る
と
、
貸
付
金

の
借
用
申
請
や
工
事
に
関
す

る
書
類
手
続
き
を
工
事
店
が

す
べ
て
行
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
下
水
道
推
進
標
語

未
来
へ
と

ぼ
く
ら
が
つ
な
ぐ　
下
水
道

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の

日
」で
す
。き
れ
い
な
水
辺
を

と
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
の

相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
左
記

へ
。

〔
下
水
道
課☎

52
・１
２
５
８
〕

環境基準値
（5mg/L以下）

高田川・土庫川のBOD値（平成29年度）

高田川（細井戸橋） 土庫川（青垣園北詰）

（mg/L）

■BOD値（mg/L）

7.0

6.0

6.4

5.6

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

が
ん
患
者
さ
ん
の

仕
事
へ
の
支
援　

が
ん
は
、
早
期
発
見
や
治
療
法

の
進
歩
に
よ
り
、
治
療
と
仕
事
を

両
立
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
患
者
さ
ん
の

仕
事
を
続
け
ら
れ
な
い
と
い
う
思

い
や
職
場
の
理
解
、
支
援
体
制
の

不
足
か
ら
離
職
に
至
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

当
院
で
は
「
医
療
福
祉
相
談
窓

口
」
で
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
仕
事

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
が
ん
治
療
を
続
け
な
が

ら
働
き
続
け
た
い
、
が
ん
治
療
中

だ
が
仕
事
を
見
つ
け
た
い
、
雇
用

保
険
な
ど
の
社
会
制
度
を
知
り
た

い
と
い
う
相
談
に
対
し
て
、
当
院

の
相
談
員
が
解
決
の
た
め
の
提
案

や
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
治
療
中
で
仕
事
へ
の
復

職
や
就
労
の
継
続
を
希
望
す
る
患

者
さ
ん
に
対
し
て
、
患
者
さ
ん
の

同
意
を
得
て
、当
院
と
企
業
側（
産

業
医
・
人
事
労
務
担
当
者
）
と
の

間
で
復
職
や
就
労
継
続
に
際
し
て

必
要
な
情
報
共
有
を
行
い
、
患
者

さ
ん
の
意
思
を
尊
重
し
、
治
療
し

な
が
ら
働
き
や
す
い
労
働
環
境
が

整
備
で
き
る
よ
う
企
業
側
と
共
に

支
援
し
ま
す
。

な
お
、「※

１ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和

高
田
（
長
期
療
養
相
談
窓
口
）」

や「※
２

奈
良
産
業
保
健
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
い
っ
た
機
関
で
も
仕

事
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
け
て

い
ま
す
。
両
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

仕
事
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人

は
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

大
和
高
田
市
立
病
院
医
療
相
談
窓
口

▽
時
間

午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
（
平
日
の
み
）

☎
53
・
２
９
０
１

※１
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田

「
長
期
療
養
者
職
業
相
談
窓
口
」

が
ん
、
肝
炎
、
糖
尿
病
な
ど
の

病
気
で
長
期
療
養
し
な
が
ら
働
き

た
い
と
い
う
人
を
対
象
に
、
専
門

の
就
職
支
援
担
当
者
「
就
職
支
援

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
が
、
能
力
や
適

正
、
病
状
、
治
療
状
況
を
考
慮
し

て
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

☎
52
・
５
８
０
１

（
部
門
コ
ー
ド　
43
♯
）

（
予
約
制
・
無
料
）

※２
奈
良
産
業
保
健
総
合支

援
セ
ン
タ
ー

が
ん
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中
な
ど

で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
を
対
象

に
、
両
立
支
援
促
進
員
（
社
会
保

険
労
務
士
）
が
治
療
を
行
い
な
が

ら
働
き
続
け
る
た
め
の
相
談
対
応

や
事
業
場
と
患
者
（
労
働
者
）
間

の
調
整
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
０
７
４
２
・
25
・
３
１
０
０

（
予
約
制
・
無
料
）

大
和
高
田
市
立
病
院

　
地
域
医
療
連
携
室　
山
本
真
由

〔
市
立
病
院　
☎
53
・
２
９
０
１
〕

「
気
象
病
」

「
雨
が
降
る
と
古
傷
が
痛
む
」と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、気
温
や
湿
度
、

気
圧
の
変
化
で
痛
み
が
出
た
り
体

が
だ
る
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を「
気
象
病
」と
呼
び
ま
す
。関

節
リ
ウ
マ
チ
や
片
頭
痛
、喘
息
、う

つ
、メ
ニ
エ
ル
病
な
ど
は
気
象
病
の

主
な
も
の
で
す
。天
気
の
急
な
変
化
、

特
に
気
圧
が
大
き
く
下
が
っ
た
り

上
が
っ
た
り
す
る
と
き
に
症
状
が

出
た
り
悪
化
す
る
こ
と
が
多
く
、膝

が
痛
ん
だ
り
、喘
息
発
作
が
で
た
り
、

頭
痛
や
め
ま
い
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。春・
秋
の
季
節
の

変
わ
り
目
、梅
雨
時
、そ
し
て
台
風

の
多
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は

注
意
が
必
要
で
す
。

気
圧
が
変
化
す
る
と
人
間
の
体

は
そ
れ
に
順
応
し
よ
う
と
し
て
自

律
神
経
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。耳

の
奥
の「
内
耳
」に
気
圧
の
変
化
を

感
じ
取
る
セ
ン
サ
ー
が
あ
り
、気

圧
の
変
化
を
脳
に
伝
え
る
の
で
す

が
、内
耳
が
気
圧
の
変
化
に
敏
感

す
ぎ
る
と
、過
剰
な
刺
激
が
脳
に

伝
わ
り
、交
感
神
経
と
副
交
感
神

経
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、さ
ま

ざ
ま
な
心
身
の
不
調
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

気
象
病
の
予
防
の
た
め
に
は
、

自
律
神
経
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。規
則
正

し
い
生
活
を
し
、朝
食
を
し
っ
か

り
と
り
、適
度
に
体
も
動
か
し
ま

し
ょ
う
。首
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
耳

の
周
辺
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
な
ど

し
て
、耳
の
血
流
を
よ
く
す
る
こ

と
も
効
果
的
で
す
。

ま
た
、天
気
や
気
圧
の
変
化
と

自
分
の
症
状
を
記
録
し
て
み
ま

し
ょ
う
。天
気
予
報
か
ら
症
状
が

出
そ
う
な
日
を
予
測
し
て
、天
気

が
悪
く
な
る
前
日
は
早
め
に
寝
て

体
調
を
整
え
て
お
く
、外
出
を
控

え
る
な
ど
、心
構
え
が
で
き
ま
す
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽
と
き　
９
月
27
日
㈭

　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽
テ
ー
マ　
「
頭
痛
と
め
ま
い
」

▽
講
師　
　
梅
本 

典
江

（
天
満
診
療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所　
☎
52・５
３
５
７
〕
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次
の
ア
か
ら
キ
の
う
ち
、あ
て
は

ま
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。　

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ア　

う
ま
く
い
っ
た
場
合
で
も
、さ

さ
い
な
ミ
ス
や
ア
ラ
が
目
に
つ
い

て
し
ま
う
。

イ　

勝
ち
負
け
や
物
事
の
白
黒
を

は
っ
き
り
つ
け
る
こ
と
に
こ
だ
わ

り
が
ち
。

ウ　
「
当
然・・・」、「・・・す
べ
き
」、

「・・・
ね
ば
な
ら
な
い
」と
、思
わ

ず
口
に
し
て
し
ま
う
。

エ　
「
ま
た
か
」、「
ほ
ら
、や
っ
ぱ

り・・・」と
、一
部
を
聞
い
た
だ
け

で
決
め
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。

オ　
「
ど
う
せ・・・」と
結
論
を
急
ぎ

す
ぎ
る
こ
と
が
あ
る
。

カ　
「・・・
よ
り
マ
シ
」と
、弱
い
部

分
や
低
い
部
分
で
比
べ
て
ほ
っ
と

す
る
こ
と
が
あ
る
。

キ　
「
○
○
の
言
う
通
り
」、「
世
間
体

が
悪
い
」と
、他
の
意
見
や
評
価
を

全
面
的
に
受
け
入
れ
て
し
ま
う
。

場
合
に
よ
っ
て
、誰
で
も
思
わ
ず

し
て
し
ま
う
態
度
で
あ
り
、使
っ
て

し
ま
う
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た

だ
、気
を
つ
け
た
い
の
は
、一
見
強
気

な
態
度
や
言
葉
の
奥
に
あ
る
、実
は

自
信
が
な
い
こ
と
へ
の「
自
己
嫌
悪
」

の
感
情
。人
が
そ
の
感
情
に
と
ら
わ

れ
て
い
る
と
き
、自
信
の
な
さ
を
埋

め
合
わ
せ
る
よ
う
に
、ど
こ
か
自
分

と
違
う
よ
う
に
思
う
人
、と
き
に
共

通
点
の
あ
る
人
を
も
許
せ
な
く
な
っ

て
厳
し
く
あ
た
り
、そ
の
人
た
ち
の

元
気
と
や
る
気
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、他
の
対
人
関
係
も
ぎ
く

し
ゃ
く
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

「
あ
、そ
れ
、自
分
の
こ
と
か
も
」

と
思
っ
た
あ
な
た
へ
。チ
ェ
ッ
ク
し

た
部
分
に
つ
い
て
気
づ
け
た
の
だ
か

ら
、次
は
そ
れ
を
た
だ
否
定
す
る
よ

り
も
、ま
ず
あ
る
が
ま
ま
認
め
て
み

ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、実
は
し
ん
ど

か
っ
た
部
分
は
ゆ
る
め
た
り
、誰
か

に
相
談
し
た
り
、前
向
き
な
力
に
で

き
な
い
か
、と
ら
え
直
し
た
り
し
て

み
ま
せ
ん
か
。そ
れ
と
同
時
に
、ま
わ

り
の
人
に
つ
い
て
も
、批
判
や
ね
た

み
、八
つ
当
た
り
の
対
象
で
は
な
く
、

共
に
成
長
す
る
仲
間
だ
と
視
点
を
変

え
る
こ
と
で
、そ
の
関
係
性
が
変
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
と
人
と
の
関
係
性
の
中
に
こ

そ
、人
権
の
考
え
は
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

9
月
は
、暦
の
上
で
は
も
う
秋
。

学
校
は
2
学
期
の
は
じ
ま
り
。新
た

な
気
持
ち
で
頑
張
り
た
い
時
期
で
も

あ
り
ま
す
が
、何
事
も
あ
せ
り
す
ぎ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、一
歩
一
歩

い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
〕

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

186

人
間（
じ
ん
か
ん
）に
人
権
あ
り

今こ
ん

回か
い

は
、
10
代だ

い

で
子こ

ど
も
を

出し
ゅ
っ

産さ
ん

し
、
元も

と
お
っ
と夫
の
Ｄ
Ｖ
に
よ
り

離り

婚こ
ん

と
な
り
、
生せ

い

活か
つ

に
行い

き
詰づ

ま
っ
た
Ａ
さ
ん（
19
歳さ

い

）
の
お
話

は
な
し

で
す
。
Ａ
さ
ん
は
若わ

か

く
し
て
結け

っ

婚こ
ん

、

出し
ゅ
っ
さ
ん産

を
経け

い

験け
ん

し
、
夫ふ

う

婦ふ

と
子こ

ど
も

と
の
３
人
で
生せ

い

活か
つ

し
て
い
ま
し
た
。

元も
と
お
っ
と夫
は
、
仕し

事ご
と

が
続つ

づ

か
な
く
な
り
、

職し
ょ
く
ば場

を
転て

ん

々て
ん

と
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
次し

第だ
い

に
Ａ
さ
ん
に
暴ぼ

う
り
ょ
く力

を
振ふ

る
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
も
骨こ

っ

折せ
つ

す
る
ほ
ど
の
ケ
ガ

を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
言い

い
ま

す
。元も

と
お
っ
と夫
の
親し

ん

類る
い

か
ら
も
い
じ
め
ら

れ
、
な
ん
と
か
別べ

っ

居き
ょ

を
し
始は

じ

め
た

こ
ろ
に
相そ

う

談だ
ん

に
き
て
く
れ
た
の
で

し
た
。
ま
ず
Ａ
さ
ん
に
は
、
安あ

ん

心し
ん

し
て
暮く

ら
せ
る
環か

ん
き
ょ
う境
を
整と

と
の
え
る

こ
と
、
ま
た
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
援え

ん

助じ
ょ

を
交こ

う
し
ょ
う渉
で
き
る
か（
相そ

う

談だ
ん

当と
う

時じ

は

婚こ
ん
い
ん
ち
ゅ
う

姻
中
）
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
話は

な

し
ま
し
た
。
今こ

ん

後ご

の
こ
と
に

つ
い
て
も
、
婦ふ

人じ
ん

相そ
う

談だ
ん

所じ
ょ

へ
逃に

げ

込こ

む
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

、
警け

い

察さ
つ

に
相そ

う

談だ
ん

す
る

こ
と
、
そ
の
他た

親し
ん

類る
い

縁え
ん

者じ
ゃ

に
頼た

よ

れ

る
か
な
ど
、
た
く
さ
ん
話は

な

し
ま
し

た
。
何な

ん

度ど

か
支し

援え
ん

し
て
い
て
い
る

内う
ち

に
、
元も

と
お
っ
と夫
と
も
離り

婚こ
ん

の
話は

な
し
と
な

り
、
ま
た
、
Ａ
さ
ん
自じ

身し
ん

も
就

し
ゅ
う

労ろ
う

し
て
子こ

ど
も
の
た
め
に
生せ

い

活か
つ

を
立た

て
直な

お

し
た
い
と
い
う
気き

持も

ち
に
固か

た

ま
っ
て
き
た
の
で
し
た
。
子こ

ど
も

は
自じ

分ぶ
ん

が
育そ

だ

て
る
、
元も

と
お
っ
と夫

に
と
ら

れ
た
く
は
な
い
、
そ
ん
な
意い

識し
き

が

Ａ
さ
ん
を
強つ

よ

く
支さ

さ

え
て
い
た
の
で

し
た
。

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
Ａ
さ
ん
は

仕し

事ご
と

に
就つ

き
、
子こ

ど
も
を
保ほ

育い
く

所し
ょ

に
入に

ゅ
う
し
ょ所

さ
せ
、
ぎ
り
ぎ
り
の
生せ

い

活か
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
生せ

い

計け
い

を
立た

て

て
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
か
ら
は
と
き

ど
き
電で

ん

話わ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
の
生せ

い

活か
つ

相そ
う

談だ
ん

や
、
市し

役や
く

所し
ょ

の
各か

く

課か

の
手て

続つ
づ

き
な
ど
、
詳く

わ

し
く
教お

し

え

て
ほ
し
い
と
き
て
く
れ
ま
す
。
共と

も

に
担た

ん

当と
う

課か

に
聞き

き
に
行い

き
、
共と

も

に

考か
ん
がえ
、
そ
し
て
Ａ
さ
ん
は
自じ

分ぶ
ん

で

解か
い

決け
つ

し
て
、
笑え

顔が
お

で
帰か

え

っ
て
い
き

ま
し
た
。

自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

、
家か

族ぞ
く

の
こ
と
、
地ち

域い
き

で
気き

に
な
る
人ひ

と

や
子こ

ど
も
の
こ

と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は
一い

ち

度ど

お
話は

な
し

を
聴き

か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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● 市消費生活センター　 ▽相談日時　月～金曜日 午前 10 時～午後 4 時　 ▽ところ　市役所 3 階
　　　　　　　　　　　 ▽予約先　内線 314　 0745-44-3117 ※祝日、昼休みを除く。要予約。
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談受付日時　月～金曜日 午前9時～午後4時 30 分 

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3 階　 ▽問合せ　☎ 22-0931　 ※祝日、年末年始を除く。

パ
ソ
コ
ン
に
表
示
さ
れ
る

偽
の
警
告
画
面
！

パ
ソ
コ
ン
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
記
事
が
載
っ
て

い
る
サ
イ
ト
を
見
て
い
た
と
き
、
サ
イ
ト
の
あ
る
部
分
を
ク

リ
ッ
ク
し
た
ら
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
い
う
警
告
ポ
ッ

プ
が
出
た
。
警
告
を
消
そ
う
と
し
た
が
、
消
え
な
か
っ
た
。

画
面
に
、
パ
ソ
コ
ン
内
の
ウ
イ
ル
ス
を
駆
除
す
る
よ
う
に
と

表
示
さ
れ
、
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
た
テ
ロ
ッ
プ
が
出
た
。

そ
の
番
号
に
電
話
し
た
ら
、
た
ど
た
ど
し
く
日
本
語
を
話
す

人
物
が
対
応
。
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
の
で
遠
隔
操
作

で
修
復
す
る
と
言
わ
れ
、名
前
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
伝
え
、

代
金
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
し
た
。

遠
隔
操
作
で
パ
ソ
コ
ン
が
動
か
さ
れ
、
警
告
画
面
は
消
え

た
が
、
そ
の
後
、
業
者
か
ら
約
８
万
円
の
ソ
フ
ト
購
入
と
サ

ポ
ー
ト
契
約
を
結
ん
だ
よ
う
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
が
、
そ
の

よ
う
な
説
明
は
受
け
て
い
な
い
。
後
で
、
ネ
ッ
ト
で
事
業
者

の
電
話
番
号
を
調
べ
て
み
た
ら
、
海
外
の
詐
欺
集
団
と
い
う

書
き
込
み
が
あ
っ
た
。

（
40
代
男
性
）

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閲
覧

し
て
い
る
と
、
突
然
音
声
案
内
や
警
告
音
と
と
も
に
「
ウ
イ

ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
」「
シ
ス
テ
ム
が
破
損
し
て
い
る
」
と

い
っ
た
偽
の
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
た
。
慌
て
て
、
表
示
さ

れ
た
電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
を
遠
隔
操

作
さ
れ
、
修
復
や
保
守
と
称
し
て
の
高
額
な
サ
ポ
ー
ト
契
約

や
、
不
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
称
し
て
の
不
要
な
ソ
フ

ト
を
買
わ
さ
れ
た
と
い
っ
た
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
実

在
す
る
企
業
名
や
企
業
ロ
ゴ
を
見
せ
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も

本
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
画

面
内
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
む
と
日
本
語
が
不
自
然
で
す
。
こ

の
警
告
画
面
は
迷
惑
広
告
の
よ
う
な
も
の
で
、
サ
イ
ト
を
閲

覧
し
て
い
れ
ば
誰
で
も
出
く
わ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
人

の
不
安
を
あ
お
っ
て
、
不
要
な
契
約
を
さ
せ
る
「
詐
欺
」
で

す
。
無
視
し
て
閉
じ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

１
．警
告
表
示
が
繰
り
返
し
表
示
さ
れ
て
×
印
で
閉
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
①
パ

ソ
コ
ン
を
再
起
動
す
る
、②
パ
ソ
コ
ン
の
タ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
か
ら
タ
ス
ク
を
終
了
す
る
、
③
キ
ー
ボ
ー
ド
の

「
Ａ
ｌ
ｔ
」
と
「
Ｆ
４
」
を
同
時
に
押
す
、
の
い
ず
れ
か

の
操
作
を
試
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．サ
ポ
ー
ト
業
者
に
電
話
し
て
遠
隔
操
作
さ
れ
た
場
合
や

偽
対
策
ソ
フ
ト
、
ア
プ
リ
な
ど
を
入
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．ウ
イ
ル
ス
感
染
が
気
に
な
る
場
合
は
、
使
っ
て
い
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
フ
ト
で
ウ
イ
ル
ス
ス
キ
ャ
ン
を
行

い
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ソ
フ
ト
は
常
に
最
新
の
状

態
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

４
．料
金
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支

払
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
や
金
融
機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

架
空
請
求
は
が
き
の

新
事
例

「訴訟告知確認書」って書かれたはが
きが届いたのですが・・・

連絡がなければ、原告側の主張が全面
的に受理されるとか、給料と不動産を
差し押さえられるとか書いてあります。

訴訟だけでも普通の人は怖いと思う
けど、明確に給料や不動産の差し押
さえって言われるともっと怖くなりま
すね。

でもやっぱり不安です・・・ 基本的に訴訟するっていう脅
し文句は変わらないね。

最近の架空請求は、「（総合）消費
料金に関する訴訟最終告知」が多
かったけど、新しいね。

変わったところは、財産の差し押さ
えや身に覚えのない場合連絡する
ように書いてあることなどかな。

確かにね。でも相手方が明記され
てない点やそもそも裁判所から
送られる書類でもないことから、
架空請求と判断して無視だね。

みくちゃんが不安がってたら無視
するっていう対処の説得力がなく
なってしまうよ・・・まあ不安なら、
消費生活センターへ行こう。

11広報誌　　　　　　　2018年9月号



一般書

児 童

電子図書館 ランキング

新着図書のご案内

9 月のおはなし会 催しのご案内
◎絵本のよみきかせ
▷とき　9月1日㈯・15日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん　えほんコーナー
▷たいしょう　どなたでも

◎おはなし会
（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷とき　9月8日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●えほん　　「いもいもほりほり」
●おはなし　「桃太郎」

◎えほんとわらべうたの時間≪きらら≫
（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷とき　9月22㈯
ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●えほん　　「さんりんしゃにのって」
●おはなし　「おいしいおかゆ」

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

■第17回　大和高田市　ビブリオバトル
▷と　き　9月22日㈯　午後3時30分～ 4時30分ごろ
▷ところ　市立図書館　児童コーナー
▷テーマ　「お気に入り」　※絵本・ものがたり・知識の本など、どん

な本でも可（当日、本を持ってきてください）。
▷定　員　発表者（小学生以上）5名、観覧者（どなたでも）20名

■図書館教養講座
▷と　き　9月23日㈰　午後2時～ 3時ごろ
▷ところ　市立図書館　2階プレイルーム
▷講　師　三辻　美季さん（臨床心理士）
▷テーマ　「こころの元気をたもつコツ～家族のコミュニケーショ

ンを見直してみよう～」
▷対　象　一般　▷定　員　20名　▷費　用　無料

■第2回 コズミックカレッジ　in 大和高田市立図書館
▷と　き　9月29日㈯　午後1時～ 3時ごろ
▷ところ　市立図書館　2階学習室
▷講　師　長谷川　由美さん（近畿大学）
▷テーマ　「飛ぶタネ」
▷対　象　小学生（低学年は保護者同伴）
▷定　員　20名　▷費　用　無料
▷協　力　夢咲塾・近畿大学・寧薬化学工業㈱・JAXA

■展示　中川吉造工学博士
▷と　き　9月1日㈯～ 10月2日㈫　午後3時まで
▷内　容　郷土出身「中川吉造工学博士」をエントランスで展示
▷協　力　夢咲塾

※イベントすべての申込方法：9月1日㈯～定員に達するまでの期間、図書館カ
ウンターまたは電話で受付します。

図説室町幕府 丸山 裕之／著 戎光祥出版

身近な人に介護が必要になったときの手続きのすべて 鈩 裕和／監修 自由国民社

The Real Mars 火星の素顔 沼澤 茂美／共著 小学館クリエイティブ

50 代から生涯暮らすリフォーム 天野 彰／著 KADOKAWA

ぼくは泣かない  甲子園だけが高校野球ではない 岩崎 夏海／監修 廣済堂出版

あたまがよくなる！図鑑 篠原 菊紀／監修 学研プラス

月を知る！ 三品 隆司／構成・文 岩崎書店

目でみることばのずかん おかべ たかし／文 東京書籍

絵物語古事記 富安 陽子／文 偕成社

七人のシメオン 大畑 いくの／絵 BL 出版

第 1 位 Sweet home 主婦と生活社

第 1 位 すぐそばにある！関西中国四国の絶景 JTB パブリッシング

第 3 位 マンガでわかる認知症の 9 大法則と 1 原則 杉山 孝博／著 法研

第 4 位 47 都道府県・地名由来百科 谷川 彰英／著 丸善出版

第 4 位 TOEIC テスト英単語 櫻井 雅人／著 アルク
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一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　

  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　

  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　

  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　

  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　

  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市 市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～ ４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１
行政相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 企画広報課☎２２－１１０１
中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～ ４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２２－２０３５

司法書士の法律相談（要予約） 月曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･ 栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～ １０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～ ４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日
※祝日等により変更の場合あり

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～ ３時５０分 人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談
第３水曜日 午後１時～ ４時１０分

営繕住宅課☎２２－１１０１
第１水曜～第２水曜の間に予約　定員４名

税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～ ４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･ 遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～ ４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料
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